
 

 

第９章 65 歳以降の従業員に「期待する役割を知らせる」仕組みと 
「能力・意欲を知る」仕組み 

 

１節 「知らせる仕組み」の現状の自己評価 

「65 歳以降の従業員に期待する役割」を従業員に知らせることについて、「知らせている」

（23.7％）と「ある程度知らせている」（41.1％）をあわせた回答が 6 割強に達していることから

わかるように、60 歳代前半層と同様に、企業はこの点に自信を持っていることがわかる。こうし

た傾向を 60 歳前半層の「期待する役割」を知らせる仕組みの状況別にみると、第一に、知らせる

仕組みが機能している企業ほど、第二に、上司が重要な役割を果たしている企業ほど、第三に、

会社から管理職へ積極的に情報提供を行っている企業ほど、「知らせていること」に自信を持っ

ている。 

 

２節 65 歳以降の「知らせる」仕組みと 60 歳代前半層の「知らせる」仕組みの同一性 

65 歳以降の「知らせる」仕組みと 60 歳代前半層の「知らせる」仕組みの同一性についてみると、

65 歳以降の「知らせる」仕組みは 60 歳代前半層の「知らせる」仕組みとほぼ同じ（「同じである」

54.9％＋「ある程度同じである」34.1％）であることがわかる。こうした傾向を 65 歳以降の従業

員の働きぶりの満足度別にみると、働きぶりに満足している企業ほど、2 つの仕組みが同じ企業が

多くなっている。 

 

３節 従業員の能力や適性の把握状況 

企業は 60 歳代前半層と同様に、65 歳以降の従業員の「能力を知る」ことについてかなりの自信

をもっており、8 割弱の企業が把握していると考えている（「能力や適性を把握している」27.8％

＋「ある程度把握している」52.1％）。こうした傾向を 60 歳代前半層の「能力・意欲を知る」仕

組みの状況別にみると、第一に、従業員の能力や適性を積極的に把握している企業ほど、第二に、

働き方の希望を積極的に把握している企業ほど、従業員の能力や適性を積極的に把握している。 

 

４節 65 歳以降の従業員の「能力・意欲を知る」仕組みと 60 歳代前半層の「能力・意欲を知る」

仕組みの同一性 

65 歳以降の従業員の「能力・意欲を知る」仕組みと 60 歳代前半層の「能力・意欲を知る」仕組

みの同一性についてみると、60 歳代前半層の「能力・意欲を知る」仕組みとほぼ同じである（「同

じである」56.7％＋「ある程度同じである」35.3％）ことがわかる。こうした傾向を 65 歳以降の

従業員の働きぶりの満足度別にみると、働きぶりに満足している企業ほど、2 つの仕組みが同じ企

業が多くなっている。 

 

 

 

第８章 従業員からみた求める役割に対する評価・現在の満足度と今後の働き方 
 

１節 求める役割に対する評価 

会社･上司から求められている役割全体を 100 とした場合、従業員自身がどの程度その役割に答

えているかをみると、最も多いのは「71～80」で 29.8％である。次いで、「81～90」（22.0％）、

「61～70」（16.6％）がこれに続いており、平均すると、79.6 の水準になる。こうした傾向を「期

待する役割」を知らせる仕組みの状況別にみると、知らせる仕組みが機能している企業の従業員

ほど、さらに、「能力・意欲」を勤務先が知る仕組みの状況別にみると、従業員の能力や適性を

積極的に把握している企業の従業員ほど、期待する役割に応えている割合が高くなっている。 

 

２節 現在の「仕事や働き方」の満足度 

現在の「仕事や働き方」の満足度についてみると、満足度が高いのは「職場の人間関係」（「満

足」31.7％＋「やや満足」51.5％）及び「労働時間・休日」（「満足」37.2％＋「やや満足」41.0％）

である。次いで、「経験・能力の活用度」（「満足」29.5％＋「やや満足」51.2％）と「仕事の内

容・やりがい」（「満足」27.7％＋「やや満足」52.7％）がこれに続いており、「賃金・収入」（「満

足」14.0％＋「やや満足」34.9％）が最も満足度が低くなっているが、「仕事・働き方全般を通し

て」みると、8 割弱（「満足」21.6％＋「やや満足」57.2％）の従業員が満足している。こうした

傾向を継続・雇用者の 60 歳代前半層の雇用形態別にみると、「継続・正社員」で、「賃金・収入」

の満足度が高く、これに対して、「継続・非正社員」で「労働時間・休日」及び「職場の人間関

係」の満足度が高くなっている。 

「期待する役割」を知らせる仕組みの状況別にみると、第一に、知らせる仕組みが機能してい

る企業の従業員ほど、第二に、管理職への情報提供を積極的に行っている企業の従業員ほど、す

べての項目で満足度が高い。さらに、「能力・意欲」を勤務先が知る仕組みの状況別には、従業

員の能力や適性を積極的に把握している企業の従業員ほど、「60 歳以降の働き方などを相談・支

援する」仕組みの導入状況別には、導入している企業の従業員ほど、すべての項目で満足度が高

くなっている。 

 

３節 今後の働き方 

現在の会社での就労希望年齢をみると、「64 歳まで」が 50.7％、「65 歳～69 歳」が 43.7％、「70

歳以上」が 4.1％となっている。こうした傾向を継続・雇用者の 60 歳代前半層の雇用形態別にみ

ると、「継続・正社員」ほど、長く働きたいと考えている者が多くなる。現在の職種別にみると、

「生産・運輸・建設等の現業職」で長く（65 歳以降）働きたいと考えている者が多く、これに対

して、「事務職」で少ない。規模別にみると、小規模企業の従業員ほど、長く（65 歳以降）働き

たいと考えている者が多くなる。現在の満足度別にみると、満足している従業員ほど、長く（65

歳以降）働きたいと考えている者が多くなっている。 
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第 10 章 企業と従業員の比較 
 

１節 「従業員（60 歳代前半層）に期待する役割」を「知らせる」仕組み 

企業が従業員（60 歳前半層）に「期待する役割」を知らせている現状について、「知らせてい

る」と「ある程度知らせている」の合計値をみると、企業（合計値 69.9％）、従業員（同 75.2％）

ともに肯定的に捉えている。それにもかかわらず、「従業員（60 歳代前半層）に期待する役割の

明確化」について、「そう思う」と「ややそう思う」の合計比率をみると、企業（同比率 71.8％）

と従業員（同 59.6％）で明確化の必要性に対する認識が異なり、企業は従業員に比べ、「従業員

に期待する役割の明確化」の必要性を強く感じている。 

「知らせる」・「知らされる」方法については、「人事部門との面接（継続雇用者の契約更新

時の面接も含む）」、「経営者層との面談」、「人事評価制度の運用を通して」が中心である点

には変わりがないが、企業は従業員以上に「人事部門との面接（継続雇用者の契約更新時の面接

も含む）」を多く活用している。 

「知らせる」プレイヤーとしての上司（管理職）の役割について、「重要な役割を果たしてい

る」と「ある程度重要な役割を果たしている」の合計値をみると、企業（合計値 72.9％）、従業

員（同 74.1％）ともに高く評価している。 

上司（管理職）が部下（60 歳代前半層）に知らせる方法については「日常の仕事を通して」と

「人事評価の面接で（継続雇用者の契約更新時の面接も含む）」を中心に、これを「職場のミー

ティング」が補完するという点に変わりがない。しかし、企業は従業員以上に「人事評価の面接

で（継続雇用者の契約更新時の面接も含む）」を、これに対して、従業員は企業以上に「日常の

仕事を通して」を多く活用している。 

管理職への 60 歳代前半層の活用に関する情報提供について、「行っている」と「ある程度行っ

ている」の合計値をみると、企業で合計値が 62.6％、従業員で同 51.9％であり、現状に対する認

識が異なり、企業の方が従業員に比べ、管理職への情報提供が行われていると考えている。 

 

２節 「従業員（60 歳代前半層）の能力・意欲」を「知る」仕組み 

企業が「従業員（60 歳代前半層）の能力を知る」現状については、企業（「把握している」＋

「ある程度把握している」の合計値 85.9％）、従業員（同 82.8％）ともに肯定的に捉えている。 

「適性」の把握方法は「上司の評価」と「仕事の実績」を中心とし、「契約更新時の面接で」

や「同僚の評価」が補完する点に変わりがないが、企業は従業員以上に「上司の評価」及び「契

約更新時の面接で」を多く活用している。 

「業務に関連する専門知識・能力」の把握方法についてみると、「上司の評価」と「仕事の実

績」を中心に、「社内外の資格の取得状況」と「同僚の評価」が補完する点は両者とも変わりが

ないが、企業は従業員以上に「上司の評価」と「社内外の資格の取得状況」をより多く活用して

いる。 

 

 

５節 65 歳以降の従業員の働きぶりの評価 

65 歳以降の従業員の働きぶりについて企業はどのように評価しているのかをみると、肯定的評

価が 8 割弱（「満足している」23.6％＋「やや満足している」54.7％）、否定的評価が 1 割強（「満

足していない」0.7％＋「あまり満足していない」10.2％）であり、ほとんどの企業が 65 歳以降の

従業員社員の働きぶりに満足している。こうした傾向を 65 歳以降の従業員の「期待する役割」を

知らせる仕組みの状況別にみると、知らせる仕組みが機能している企業ほど、65 歳以降の従業員

の働きぶりに満足している企業が多くなる。同様に、65 歳以降の従業員の「能力・意欲を知る」

仕組みの状況別にみると、従業員の能力や適性を積極的に把握している企業ほど、65 歳以降の従

業員の働きぶりに満足している企業が多くなる。 
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